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2019 年９月 25日

会長挨拶　皆葉　真治　会長

３クラブ合同例会・第 4回米山奨学生との交流会／プログラム予告　他

ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間

米山記念奨学会　委員長挨拶　

つくば学園ロータリークラブ、つくばシティロータリークラブ、つくばサンライ
ズロータリークラブの皆様、米山記念奨学生の皆様お集まりいただきありがとう
ございます。
今回が第 4回目で素晴らしい会を開催することができました。
米山奨学生との交流で企画しました。この交流会でロータリアンとして聞きたい
お話がたくさんあるかと思います。母国の話、現在学んでいること、ロータリア
ンに対する要望やご意見、このような話題で大いに盛り上がってください。今回
はつくば学園ロータリークラブの会員で米山記念奨学生出身の大先輩の宮川健治
先生も参加していますので、お話をいただきます。米山記念奨学生のみなさまも

母国と日本との架け橋になっていただければと思います。本日はつくば学園ローターアクトクラブの会長吉川君と浦本君も
参加しています。たくさんの交流をしてください。本日も宜しくお願いします。

つくば学園RC　東郷　晴久　委員長

いままでの米山記念奨学生とロータリークラブとの交流は例会に月一回参加して、挨拶をして、食事をするといった形が多
いことから、本当に懇親になるのかという疑問になり、このような交流会を開催しました。本日は今までの交流とは違った
交流ができ、ロータリアンと米山記念奨学生がお互いに一歩近づける会にしていただけたらと二人で考えました。

つくばシティRC　野堀　幸夫　委員長

本日は米山記念奨学生との交流会を開催ができて本当に嬉しく思います。そ
して多くのロータリアンの参加ありがとうございます。このような会ならで
はの話をしていただき、お互いに実りある交流をして今後のロータリアンと
米山記念奨学生の交流の架け橋となればいいと思います。
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つくばシティロータリークラブ　会長　松本　豊　乾杯挨拶

地区米山学友会　会長　徐　佳鋭　挨拶　

ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間

地区米山記念奨学会　総括委員長　井田　充夫　挨拶

この交流会は今回で 4回目の開催となります。第 1回目の開催が 2013 ～ 14 年で
私が会長の時に奨学生との交流を深める目的で提案し開催しました。以来、ご協力
をいただき、このような奨学生との交流を図る素晴らしい会を開催して頂き感謝し
ております。米山記念学奨学会の奨学金の制度が終わると学友会に入ります。第 2
回学友会の世界大会があり、米山記念奨学生の活躍が報告されていました。財団が
50 周年超えて、2万人の奨学金を受けていた学友が応募し、その人たちの活躍も
さまざまな所で聞けるようになるかと思うます。そのような形にするためにロータ
リークラブが奨学生に対して架け橋となっていただくか、社会に貢献できる人材に
なってもらうための育成を図るということが米山記念奨学会の大きな目的となりますので、本日は奨学生を囲んで忌憚ないさ
まざまな話をして楽しい時間としてください。

学友会の会長をしています。今年の5月から学友会会長と兼任で2820地区茨城ロー
タリー Eクラブの会長を務めさせて頂きます。このような奨学生とロータリアンの
交流会を開催していただきありがとうございます。ロータリアンとの交流を持つ機
会は例会の時ばっかりになりがちですが、このような形で交流会が開催されている
ことを地区の中でも珍しいと注目しています。奨学生を代表して皆様に感謝を申し
上げたいと思います。楽しく食事をしながら話をさせていただきたいと思います。
宜しくお願いします。

米山記念奨学生の皆様おめでとうございます。私も留学した経験がありますので米
山奨学金をいただいた人は本当に頑張っていると思います。日頃の感謝と一生懸命
勉強をするということと合わせてもう一つお願いしたいのが日本のお友達をたくさ
ん持ってほしいということです。何年か日本にいるがなかなか日本人の友達と親し
くなるのは難しいと聞きます。日本で親友を何人も作って頂いて、帰国後には日本
での経験を役立てていただけたらと思います。 

みんなで楽しく交流しましょう。乾杯！
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ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間

つくば学園ローターアクトクラブ　挨拶

吉川　圭祐　会長挨拶

つくば学園ローターアクトのメンバーが 12人になり、SNS を強化してWeb サイトを作り
ました。また、活動報告をInstagram、 Facebook、 Twitter、 YouTubeなどでできらたらと思っ
ています。いままでボランティアなどいろいろは活動していますが、来年は地区の活動関
係にも携わっていきたいと思います。皆様ご協力お願い致します。

浦野　涼太　幹事挨拶

米山奨学生の皆様とロータリアンの皆様の交流会に同席させていただけることをありがた
く思います。米山奨学生の皆様も私達のボランティア活動の参加をお待ちしておりますの
でご連絡宜しくお願いします。

ロータリアンスピーチ　つくば学園ロータリークラブ　宮川　健治

40 年程前に皆様と同じ奨学生として来日しました。ロータリークラブに大
変お世話になりました。奨学生を見て 40年前の自分はこんなに若かったの
かと気持ちはいつまでも若い気持ちです。
　学生時代一番印象的だったのは何ですかと質問がありました。一番印象に
残ったのは、学生宿舎の１K部屋に四人家族で 6年間住んでいたことです。
１つの部屋なので、時には勉強部屋、時にはリビングになります。留学生に
は辛いと文部省に電話をして、留学生にも広い家を作ってくれとお願いしま
した。その後、学生宿舎はかなり良くなりました。よく 6年間も１Kの部屋
に４人で過ごしたなと思います。
　もう一つ印象的だったことが、当時のつくば市はとても田舎でした。近くでは物が揃わないので留学生が集まって車に相
乗りして土浦まで一緒に買い物に行きました。当時は留学生は当たり前のように集まり、非常に楽しい時を過ごしました。
なぜ昔の話をしたかと言うと、ことわざで「住めば都」です。
　皆様、留学生の母国とは言葉、生活習慣、文化、環境が全く異な
る環境に、当然ストレスも溜まると思いますが、目標を持って生活
していただき、それでも悩む場合は私の所に来てください。私は今
までで相当鍛えられているので、少々のことでは全くびくともしま
せん。私が一番大変な時期に奨学金に助けられ負けずにここまで来
れたのは、米山奨学生であったおかげだと思います。米山記念奨学
会にはいつも感謝しています。おそらく皆さんも同じような気持ち
かと思います。感謝の気持ちを心に秘めていただき母国と日本の友
好が高まるような活動をしていただけたらと思います。

米山記念奨学生のみなさん、貴重なお話ありがとうございました



つくば学園ロータリークラブ 『ロータリーを考える』
〒305-0051 茨城県つくば市二の宮 1-10-1 ヴェルドミール 105 号室 
電話 029-858-0100 FAX 029-858-0101

例会日：木曜日　１２：３０～１３：３０
例会場：オークラフロンティアホテルつくば
茨城県つくば市吾妻１丁目１３６４－１

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I.

無断欠勤ゼロ・出席率向上を目指して

プログラム予告

つくばオールロータリアン FaceBook 同好会は、つくばの３クラブのロータリアンとローターアクト、インターアクトの 情報
などを FaceBook 上で共有しています。皆様、ぜひご活用ください。

つくば学園・つくばシティ・つくばサンライズ・ローターアクト
公開 https://www.facebook.com/tsukubagakuenrc/?fref=ts
非公開 https://www.facebook.com/groups/1482018048750125/?fref=ts 公開QRコード 非公開QRコード

友好クラブ
第 2650 地区
京都山城ロータリークラブ

つくば学園ロータリークラブ
ホームページもご覧ください
http://www.46gama.com/

ロータリーは世界をつなぐ

http://www.kyoto-yamashiro-rc.com/

https://www.rotary.org/ja

2019-20 年度　中村　澄夫ガバナー　地区スローガン　

人、学びて更なる奉仕
http://www.rid2820.jp/

４つのテスト
 １．真実かどうか
 ２．みんなに公平か
 ３．好意と友情を深めるか
 ４．みんなのためになるかどうか
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2019-20 年度　Ｒ I テーマ　マーク・ダニエル・マローニー

無断欠勤ゼロ・出席率向上を目指して

会員数 出席数 欠席数 無断欠席数 出席免除数 メイクゲスト 出席率

88 61 27 0 3 0 71.76%

プログラム予告
09月 26日　　 休会　9/25（水）第 4回米山奨学生との交流会へ振替の為
10月 03日 11:00 ～ 12:00 理事会 19-20 役員・理事、プログラム委員長、親睦活動委員長
10月 03日 12:30 ～ 13:30 例会 会長挨拶　※他検討中
10月 10日 12:30 ～ 13:30 例会・第 6分区渡邉弘明ガバナー補佐　表敬訪問・招待卓話：JICA 筑波
10月 17日 18:00 ～ 20:30 移動例会・招待卓話＆懇親会「経済アナリスト：中原圭介氏による講演会」会場：「つくば山水亭」
10月 24日 12:30 ～ 13:30 ガバナー公式訪問例会・国際ロータリー第 2820 地区「中村澄夫ガバナー公式訪問」
10月 31日　　 休会（定款細則第 6条第 1節により）
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